平成24年6月14日(木)
東北ガレキ燃焼・放射能拡散に反対する

　福島の放射性物質降下量はたいしたことがないと､大本営発表を続けているが､実際はどうか。確かめているか。

新聞に掲載されたグラフ
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この地図の単位は､上のグラフと同じである。もっとも薄い色がついたところが､核実験最盛期とほぼ同じ 100Bq/m2でありそれ以上の濃さとなっている岩手県､宮城県､福島、新潟は核実験最盛期の10倍､100倍､1000倍のセシウムがふっているのである。

　これで、被害が起きないはずがあろうか。

　このような場所にあるガレキを安全と言うことが､詭弁であることがただちにわかる。絶対に燃やしてはならない。宮城県のガレキは特に高濃度で汚染されているのは明らかだ
